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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第３期

第３四半期
連結累計期間

第４期
第３四半期
連結累計期間

第３期

会計期間
自2015年７月１日
至2016年３月31日

自2016年７月１日
至2017年３月31日

自2015年７月１日
至2016年６月30日

売上収益
(千円)

25,090,306 27,365,677 32,504,954

(第３四半期連結会計期間) (8,941,749) (9,992,766)  

営業利益 (千円) 5,247,615 5,853,044 5,730,067

税引前四半期（当期）利益 (千円) 3,606,409 4,890,597 4,087,824

親会社の所有者に帰属する四半期

（当期）利益 (千円)
2,257,811 2,956,716 2,832,601

(第３四半期連結会計期間) (1,048,509) (1,106,633)  

親会社の所有者に帰属する四半期

（当期）包括利益
(千円) 1,885,024 3,135,547 2,078,476

親会社の所有者に帰属する持分 (千円) 14,832,140 19,493,070 15,064,450

総資産額 (千円) 67,512,726 69,593,797 66,564,638

基本的１株当たり四半期（当期）利益
(円)

59.64 77.92 74.82

(第３四半期連結会計期間) (27.70) (29.03)  

希薄化後１株当たり四半期（当期）利益 (円) 59.64 77.90 74.82

親会社所有者帰属持分比率 (％) 21.97 28.01 22.63

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 2,453,090 3,385,312 4,665,083

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) 274,955 △986,388 67,216

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △5,588,640 △1,914,104 △5,602,785

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高
(千円) 4,221,396 6,663,901 6,124,093

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上収益には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、2016年９月30日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を実施しております。基本的１株

当たり四半期（当期）利益及び希薄化後１株当たり四半期（当期）利益につきましては、第３期の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して、当該株式分割後の発行済株式数により算定しております。

４．上記指標は、国際会計基準（IFRS）により作成された要約四半期連結財務諸表及び連結財務諸表に基づいて

おります。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

株式会社マクロミル(E05372)

四半期報告書

 3/36



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生はありません。また、有価証券届出書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　（株式会社みずほ銀行との借入契約の締結）

当社は、2017年３月29日に株式会社みずほ銀行と金銭消費貸借契約を締結しております。これは2016年３月24日に

締結した契約を、新規株式公開に伴い切り替えたものであります。

主な契約内容は、以下のとおりであります。

 

１．契約の相手先

契約の相手先は株式会社みずほ銀行となりますが、株式会社みずほ銀行から貸付債権を株式会社三菱東京UFJ

銀行、株式会社東京スター銀行、株式会社新生銀行、株式会社りそな銀行、日本生命保険相互会社及び株式会社

静岡銀行へ譲渡しております。

 

２．借入金額

貸付A：29,298百万円

貸付B：46,962千ユーロ

貸付C：42,265千米ドル

 

３．金利

貸付A：日本円TIBOR＋年率0.55％

貸付B：ユーロLIBOR＋年率1.25％

貸付C：米ドルLIBOR＋年率1.35％

 

４．返済期限

貸付A、B、C：最終2022年３月末

 

５．主な借入人の義務

（ア）借入人の決算書等を定期的に提出すること

（イ）財務制限条項を遵守すること（なお、財務制限条項の主な内容は、後記「第４　経理の状況

　　　要約四半期連結財務諸表注記　６．借入金」に記載しております。）

（ウ）事前承諾なく会社法上の組織変更等を実施しないこと

（エ）事前承諾なく事業等の全部もしくは一部を第三者ヘ譲渡すること

（オ）事前承諾なく担保提供等を実施しないこと
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　（株式会社みずほ銀行とのコミットメントライン契約（15億円）の締結）

当社は2017年３月31日に株式会社みずほ銀行とコミットメントライン契約を締結しております。

主な契約内容は、以下のとおりであります。

 

１．契約の相手先

契約の相手先は株式会社みずほ銀行となりますが、貸付債権及び契約上の地位の一部を株式会社みずほ銀行か

ら株式会社三菱東京UFJ銀行へ譲渡しております。

 

２．貸付極度額

1,500百万円

 

３．実行時金利

日本円：日本円TIBOR＋年率0.6％

ユーロ：ユーロLIBOR＋年率1.0％

米ドル：米ドルLIBOR＋年率1.2％

 

４．コミットメント期限

2020年３月末

 

５．コミットメントフィー料率

年率0.5％

 

６．資金使途

運転資金

 

７．主な借入人の義務

　同上

 

 

　（株式会社みずほ銀行とのコミットメントライン契約（30億円）の締結）

当社は2017年３月31日に株式会社みずほ銀行とコミットメントライン契約を締結しております。

主な契約内容は、以下のとおりであります。

 

１．貸付極度額

3,000百万円

 

２．実行時金利

日本円：日本円TIBOR＋年率0.6％

ユーロ：ユーロLIBOR＋年率1.0％

米ドル：米ドルLIBOR＋年率1.2％

 

３．コミットメント期限

2020年３月末

 

４．コミットメントフィー料率

年率0.5％

 

５．資金使途

契約上許容される買収に係る買収資金等

 

６．主な借入人の義務

　同上
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　（Bain Capital Private Equity, LPとのマネジメント契約変更）

　当社は2014年９月にBain Capital Private Equity, LPとのマネジメント契約を締結しておりましたが、当

社の新規株式公開を受け当該契約は終了致しました。なお当該契約では、新規株式公開又は支配権変更による

即時終了の場合、その時点で有効な契約期間満了までのPeriodic Feeの残額を現在価値に引き直した額を一括

で支払うこととなっておりましたが、2017年１月25日付の契約変更により、当社は2017年６月30日に３億円を

Bain Capital Private Equity, LP対して支払うことになっております。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間（2016年７月１日～2017年３月31日）における世界経済は、英国におけるEU離脱問題

や米国における大統領選挙・政権交代等による不安定要素があったものの、原油価格回復に伴う資源国経済の持ち

直しもある等、明確な見通しを持ちにくい状況が続いております。一方で、我が国経済においては、これまでの円

高傾向が円安基調へ転換したり、経済政策による株高が進行するなど、将来に向けて緩やかな景気回復基調が持続

する状況にあると考えています。

このような経済状況の下で、当社グループは、国内外において多様化が進む顧客ニーズに対応すべく、幅広い

マーケティング・リサーチ・サービスのラインナップを拡充しながら、引き続き国内事業の安定的成長の追求、海

外事業の基盤強化及び、国内外におけるデジタル・マーケティング分野への注力に取り組んでまいりました。

国内においては、当社単体が前年同期比二桁成長となる過去最高の第３四半期累計売上収益（15,562百万円）を

記録しグループ全体を牽引すると共に、他の主要な国内子会社の業績も同様に好推移しました。海外子会社におい

ても、為替の影響を除いた各現地通貨ベースでは引き続き売上収益の前年同期比二桁成長が続いており、当社グ

ループ全体の連結売上収益は堅調に伸長しました。

国内の事業状況としては、企業のデジタル・メディアへの広告出稿拡大等を追い風に、重点戦略商品であるデジ

タル・マーケティング商材の拡販が広告代理店及びサービス事業者に対して継続していることに加え、グローバ

ル・リサーチ商材の販売が消費財メーカを中心に、既存商品のオーダーメイド型商材の販売が通信事業者を中心

に、それぞれ大きく伸長しました。また海外では特に、グローバル・キー・アカウント（グローバルに事業を展開

し、調査・マーケティングにかかる多額の予算を有する顧客企業グループのうち、当社グループのさらなる成長の

鍵となる顧客（キー・アカウント）として、グローバルに営業強化の対象としている企業群のこと）に対する売上

が堅調に推移しています。

一方で利益面では、継続的に実施している外注費の抑制や人件費抑制の施策がそれぞれ奏功し、営業利益を押し

上げる形となりました。また、2016年３月に実施したリファイナンスによる金利引き下げにより、前年同期比で支

払利息を中心とした金融費用が大きく減少し、四半期利益の増加に寄与しました。なお、当社は株式公開後、2017

年３月末にもリファイナンスを実施しておりますが、その影響は主に第４四半期以降に発現する見込みであり、第

３四半期における業績への影響は限定的です。

これらの結果、当第３四半期までの売上収益は27,365百万円（前年同期比109.1％）、営業利益5,853百万円（同

111.5％）、税引前四半期利益4,890百万円（同135.6％）、親会社の所有者に帰属する四半期利益は2,956百万円

（同131.0％）となりました。

 

セグメント業績は以下のとおりです。

（マクロミルグループ）

マクロミルグループにつきましては、当社単体、国内子会社及び、一部海外子会社、いずれの業績も好調に推

移しました。

当社単体を筆頭に売上が大きく伸長したことに加え、コストコントロールも適切に機能したため、グループ全

体の売上、営業利益の大幅な拡大を実現しております。

以上の結果、外部顧客に対する当第３四半期までの売上収益は22,112百万円（同111.2％）、営業利益は5,198

百万円（同113.2％）となりました。

（MetrixLabグループ）

 MetrixLabグループにつきましては、引き続き売上拡大の勢いを維持しており、グローバルなFMCG企業を中心

とするグローバル・キー・アカウントへの販売や、デジタル・マーケティング関連商材がこれを大きく牽引して

います。

 費用面においては、欧米におけるオペレーションの生産性改善が続いており、特に人件費率が前年同期と比較

して減少しています。

 以上の結果、外部顧客に対する当第３四半期までの売上収益は5,252百万円（同100.8％）、営業利益は654百

万円（同99.8％）となりました。
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(2）財政状態の状況

当第３四半期連結会計期間の資産につきましては、69,593百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,029百万円

増加いたしました。これは主に、営業債権及びその他の債権の増加2,014百万円及び、現金及び現金同等物の増加

539百万円等があったためであります。

負債につきましては、48,175百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,740百万円減少しております。これは主

に、営業債務及びその他の債務の増加608百万円、未払法人所得税等の増加313百万円がありましたが、借入金の減

少2,544百万円等の減少要因があったためであります。

　資本につきましては、21,417百万円となり、前連結会計年度に比べ4,770百万円増加いたしました。これは主

に、四半期利益3,400百万円の発生及び新株の発行1,149百万円があったためであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ539百万円増加し、6,663百万円となりました。当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況

と要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、3,385百万円（前年同期比932百万円増）となりました。

これは主に、税引前四半期利益4,890百万円、減価償却費及び償却費638百万円がありましたが、利息の支払額

1,114百万円、営業債権及びその他の債権の増加1,886百万円等があったためです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は、986百万円（前年同期は274百万円の獲得）となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出299百万円、無形資産の取得による支出395百万円等があったためで

す。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は、1,914百万円（前年同期比3,674百万円減）となりました。

　これは主に、新株の発行による収入1,149百万円がありましたが、長期借入金の返済による支出3,135百万円が

あったためです。

 

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、８百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（参考情報）

　当社グループの重要な経営指標である（１）直近12か月の売上高10百万円超のクライアント数、（２）エリア別の売上

高実績、（３）換算に使用した為替レート、（４）デジタルマーケティング事業の売上高実績及び主要な商品の売上指

数、（５）EBITDA及び調整後EBITDA、及び（６）親会社の所有者に帰属する四半期（当期）利益及び調整後親会社の所有

者に帰属する四半期（当期）利益の推移は以下のとおりであります。

 

（１）直近12か月の売上高10百万円超のクライアント数

決算年月
2016年６月

第３四半期

2017年６月

第３四半期

対前年同期比

成長率

売上高10百万円超のクライアント数 286 317 ＋10.8％

 

（２）エリア別の売上高実績

決算年月
2016年６月

第３四半期

2017年６月

第３四半期

対前年同期比

成長率

（単位：百万円）    

日本 17,998 19,944 ＋10.8％

海外 7,199 7,574 ＋5.2％

相殺消去 △107 △153 －

合計 25,090 27,365 ＋9.1％

 

（３）換算に使用した為替レート

決算年月
2016年６月

第３四半期

2017年６月

第３四半期
増減率

JPY/EUR（円） 132.1 117.7 △10.9％

JPY/USD（円） 119.7 108.4 △9.4％

JPY/KRW（円） 0.102 0.095 △7.0％

 

（４）デジタルマーケティング事業の売上高実績及び主要な商品の売上指数

　　（デジタルマーケティング事業の売上高）

決算年月
2016年６月

第３四半期

2017年６月

第３四半期

対前年同期比

成長率

（単位：百万円）    

デジタルマーケティング売上高 2,479 3,209 ＋29.4％

 

　　（主要な商品の売上指数）

決算年月
2016年６月

第３四半期

2017年６月

第３四半期

対前年同期比

成長率

マクロミルグループ    

DMP Solution 1.08 2.95 ＋173.1％

Access Mill 5.35 7.88 ＋47.3％

MetrixLabグループ    

ACT COPY 2.26 3.48 ＋54.5％

CE 1.37 2.11 ＋53.6％

※主要な商品の売上指数は、2015年６月期の第１四半期のAccess Millの売上高を1とした場合の各四半期における各

商品の売上高水準を倍率化した数値であります。
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(５)EBITDA及び調整後EBITDA

（単位：千円）

決算年月
2016年６月

第３四半期

2017年６月

第３四半期
2016年６月期

営業利益 5,247,615 5,853,044 5,730,067

＋減価償却費及び償却費 653,415 638,540 874,126

EBITDA (注１） 5,901,030 6,491,584 6,604,194

（調整額）    

＋マネジメントフィー 86,049 374,985 120,253

＋上場関連費用 104,594 443,023 173,870

＋リファイナンス関連費用 1,997 － 92,724

＋M&A関連費用 150,375 － 155,627

調整額小計（税金等調整前） 343,016 818,009 542,475

調整後EBITDA (注２） 6,244,046 7,309,594 7,146,670

対売上収益比率 24.9％ 26.7％ 22.0％

 

(６)親会社の所有者に帰属する四半期（当期）利益及び調整後親会社の所有者に帰属する四半期（当期）利益

（単位：千円）

決算年月
2016年６月

第３四半期

2017年６月

第３四半期
2016年６月期

親会社の所有者に帰属する四半期（当期）利益 2,257,811 2,956,716 2,832,601

（調整額）    

＋マネジメントフィー 86,049 374,985 120,253

＋上場関連費用 104,594 464,112 173,870

＋リファイナンス関連費用 467,097 － 557,825

＋M&A関連費用 150,375 － 155,627

調整額小計（税金等調整前） 808,117 839,098 1,007,576

調整項目の税金等調整額 284,382 220,840 345,484

調整額小計（税金等調整後） 523,734 618,257 662,091

調整後親会社の所有者に帰属する四半期（当期）利益

(注３）

2,781,546 3,574,974 3,494,692

対売上収益比率 11.1％ 13.1％ 10.8％

調整後基本的１株当たり四半期（当期）利益 73.47 94.21 92.31

 

（注）１．EBITDA＝営業利益＋減価償却費及び償却費

２．調整後EBITDA＝EBITDA＋マネジメントフィー＋上場関連費用＋リファイナンス関連費用＋M&A関連費用

３．調整後親会社の所有者に帰属する当期（四半期）利益＝親会社の所有者に帰属する当期（四半期）利益＋マネ

ジメントフィー＋上場関連費用＋リファイナンス関連費用＋M&A関連費用－調整項目に係る税金等調整額

４．EBITDA、調整後EBITDA、調整後当期純利益は国際会計基準（IFRS）により規定された指標ではなく、当社グ

ループが、投資家にとって当社グループの業績を評価するために有用であると考える財務指標であります。当

該財務指標は、上場後には発生しないと見込まれる費用や非経常的損益項目（通常の営業活動の結果を示して

いると考えられない項目、あるいは競合他社に対する当社グループの業績を適切に示さない項目）の影響を除

外しております。

５．EBITDA、調整後EBITDA、調整後四半期（当期）純利益は、四半期（当期）利益に影響を及ぼす項目の一部を除

外しており、分析手段としては重要な制限があることから、国際会計基準（IFRS）に準拠して表示された他の

指標の代替的指標として考慮されるべきではありません。当社グループにおけるEBITDA、調整後EBITDA、調整

後当期純利益は、同業他社の同指標あるいは類似の指標とは算定方法が異なるために、他社における指標とは

比較可能でない場合があり、その結果、有用性が減少する可能性があります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 151,435,200

計 151,435,200

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（2017年３月31日）

提出日
現在発行数（株）
（2017年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 38,823,400 38,823,400
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 38,823,400 38,823,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総数
増減数（株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2017年１月27日

（注）１
275,500 38,134,300 68,875 168,875 68,875 93,875

2017年３月21日

（注）２
487,800 38,622,100 455,551 624,426 455,551 549,426

2017年３月27日

（注）３
201,300 38,823,400 50,325 674,751 50,325 599,751

（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

２．有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

発行価格　　　　 1,950円

発行価額　　　1,867.78円

資本組入額　　　933.89円

払込金総額　　 911百万円

３．新株予約権の行使による増加であります。
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2017年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　38,822,900 388,229 －

単元未満株式 普通株式　　　　 500 － －

発行済株式総数 38,823,400 － －

総株主の議決権 － 388,229 －

 

②【自己株式等】

2017年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【役員の状況】

2017年２月８日提出の有価証券届出書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．要約四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号。以下、「四半期連結財務諸表規則」という。）第93条の規定により、国際会計基準第34号「期中財務

報告」（以下、「IAS第34号」という。）に準拠して作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2017年１月１日から2017

年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2016年７月１日から2017年３月31日まで）に係る要約四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【要約四半期連結財務諸表】

（１）【要約四半期連結財政状態計算書】

     （単位：千円）
 

 注記
 
 

前連結会計年度
（2016年６月30日）

 
 

当第３四半期
連結会計期間

（2017年３月31日）

資産      
流動資産      
現金及び現金同等物   6,124,093  6,663,901
営業債権及びその他の債権   6,015,064  8,029,631
その他の金融資産   46,903  143,136

その他の流動資産   539,143  491,713

流動資産合計   12,725,205  15,328,383
非流動資産      
有形固定資産   979,835  949,761
のれん ４  45,290,325  45,603,611
その他の無形資産 ５  5,498,324  5,692,664
持分法で会計処理されている投資   22,720  29,441
その他の金融資産 11  880,251  1,253,073
繰延税金資産   1,167,494  736,417

その他の非流動資産   481  444

非流動資産合計   53,839,433  54,265,414

資産合計   66,564,638  69,593,797

負債及び資本      
負債      
流動負債      
借入金 ６、11 3,319,498  2,842,815
営業債務及びその他の債務 12  2,492,575  3,101,253
その他の金融負債 12  252,887  48,938
未払法人所得税等   252,086  565,137
引当金   921,312  911,895
その他の流動負債   1,609,868  1,753,304

流動負債合計   8,848,228  9,223,346
非流動負債      
借入金 ６、11 38,535,461  36,467,819
その他の金融負債 12  754,011  860,925
退職給付に係る負債   355,985  229,462
引当金   179,349  181,167
繰延税金負債   1,185,319  1,147,382
その他の非流動負債   58,427  65,819

非流動負債合計   41,068,555  38,952,577

負債合計   49,916,784  48,175,923
資本      

資本金   100,000  674,751
資本剰余金 ７  17,813,906  11,092,674
その他の資本の構成要素   △387,657  △157,984
利益剰余金 ７  △2,461,798  7,883,628

親会社の所有者に帰属する持分合計   15,064,450  19,493,070
非支配持分   1,583,403  1,924,804

資本合計   16,647,854  21,417,874

負債及び資本合計   66,564,638  69,593,797
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（２）【要約四半期連結損益計算書】

　　　　　【第３四半期連結累計期間】    （単位：千円）
 

 注記
前第３四半期連結累計期間
（自　2015年７月１日
至　2016年３月31日）

 
 
 

当第３四半期連結累計期間
（自　2016年７月１日
至　2017年３月31日）

売上収益  25,090,306  27,365,677

売上原価  △13,661,129  △14,133,110

売上総利益  11,429,176  13,232,567

販売費及び一般管理費 12 △6,408,894  △7,616,631

その他の営業収益  271,870  250,172

その他の営業費用  △49,279  △19,142

持分法による投資利益（△は損失）  4,742  6,078

営業利益  5,247,615  5,853,044

金融収益 ９ 264,436  7,184

金融費用 ９ △1,905,643  △969,631

税引前四半期利益  3,606,409  4,890,597

法人所得税費用  △1,048,138  △1,490,249

四半期利益  2,558,270  3,400,348

     

四半期利益の帰属     

親会社の所有者  2,257,811  2,956,716

非支配持分  300,458  443,631

四半期利益  2,558,270  3,400,348

     

１株当たり四半期利益     

基本的１株当たり四半期利益(円) 10 59.64  77.92

希薄化後１株当たり四半期利益(円) 10 59.64  77.90
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　　　　　【第３四半期連結会計期間】    （単位：千円）
 

 注記
前第３四半期連結会計期間
（自　2016年１月１日
至　2016年３月31日）

 
 
 

当第３四半期連結会計期間
（自　2017年１月１日
至　2017年３月31日）

売上収益  8,941,749  9,992,766

売上原価  △4,702,642  △5,099,436

売上総利益  4,239,107  4,893,330

販売費及び一般管理費 12 △2,150,553  △3,015,130

その他の営業収益  163,208  47,789

その他の営業費用  △1,286  △32,805

持分法による投資損益（△は損失）  △1,893  180

営業利益  2,248,581  1,893,363

金融収益 ９ 214,550  121,827

金融費用 ９ △832,777  △240,162

税引前四半期利益  1,630,354  1,775,029

法人所得税費用  △474,496  △551,353

四半期利益  1,155,858  1,223,675

     

四半期利益の帰属     

親会社の所有者  1,048,509  1,106,633

非支配持分  107,348  117,041

四半期利益  1,155,858  1,223,675

     

１株当たり四半期利益     

基本的１株当たり四半期利益(円) 10 27.70  29.03

希薄化後１株当たり四半期利益(円) 10 27.70  28.96
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（３）【要約四半期連結包括利益計算書】

　　　　　【第３四半期連結累計期間】    （単位：千円）
 

 注記
前第３四半期連結累計期間
（自　2015年７月１日
至　2016年３月31日）

 
 
 

当第３四半期連結累計期間
（自　2016年７月１日
至　2017年３月31日）

四半期利益  2,558,270  3,400,348

     

その他の包括利益     

純損益に振り替えられることのない項目     

その他の包括利益を通じて公正価値で測定す

る金融資産
11 △36,585  82,651

純損益に振り替えられることのない項目合計  △36,585  82,651

     

純損益に振り替えられる可能性のある項目     

在外営業活動体の換算差額  △444,612  139,256

純損益に振り替えられる可能性のある項目

合計
 △444,612  139,256

税引後その他の包括利益  △481,197  221,907

四半期包括利益  2,077,072  3,622,256

     

四半期包括利益の帰属     

親会社の所有者  1,885,024  3,135,547

非支配持分  192,048  486,708

四半期包括利益  2,077,072  3,622,256
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　　　　　【第３四半期連結会計期間】    （単位：千円）
 

 注記
前第３四半期連結会計期間
（自　2016年１月１日
至　2016年３月31日）

 
 
 

当第３四半期連結会計期間
（自　2017年１月１日
至　2017年３月31日）

四半期利益  1,155,858  1,223,675

     

その他の包括利益     

純損益に振り替えられることのない項目     

その他の包括利益を通じて公正価値で測定す

る金融資産
11 △11,042  86,919

純損益に振り替えられることのない項目合計  △11,042  86,919

     

純損益に振り替えられる可能性のある項目     

在外営業活動体の換算差額  △215,017  △57,183

純損益に振り替えられる可能性のある項目

合計
 △215,017  △57,183

税引後その他の包括利益  △226,059  29,735

四半期包括利益  929,798  1,253,410

     

四半期包括利益の帰属     

親会社の所有者  876,838  1,106,302

非支配持分  52,959  147,108

四半期包括利益  929,798  1,253,410
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（４）【要約四半期連結持分変動計算書】

前第３四半期連結累計期間

 

注記

親会社の所有者に帰属する持分

 

資本金

 

資本剰余金

 その他の資本の構成要素

   

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

 
確定給付制
度の再測定  

在外営業活動
体の換算差額

  千円  千円  千円  千円  千円

2015年７月１日時点の残高  9,393,120  8,431,504  15,536  － 187,074

四半期利益  －  －  －  － －

その他の包括利益  －  －  △18,962  － △353,825

四半期包括利益合計  －  －  △18,962  － △353,825

所有者による労務拠出 12 －  75,000  －  － －

株式に基づく報酬取引  －  －  －  － －

非支配持分に対する配当金 ８ －  －  －  － －

子会社に対する所有持分の変動  －  2,200  －  － －

所有者との取引額合計  －  77,200  －  － －

2016年３月31日時点の残高  9,393,120  8,508,705  △3,425  － △166,751

 

 

 

注記

親会社の所有者に帰属する持分  

非支配持分

 

合計
 その他の資本の構成要素  

利益剰余金

 

合計

  

  新株予約権  合計     

   千円  千円  千円  千円  千円  千円

2015年７月１日時点の残高   104,280  306,891  △5,260,512  12,871,005  1,447,553  14,318,558

四半期利益   －  －  2,257,811  2,257,811  300,458  2,558,270

その他の包括利益   －  △372,787  －  △372,787  △108,410  △481,197

四半期包括利益合計   －  △372,787  2,257,811  1,885,024  192,048  2,077,072

所有者による労務拠出 12  －  －  －  75,000  －  75,000

株式に基づく報酬取引   △1,089  △1,089  －  △1,089  －  △1,089

非支配持分に対する配当金 ８  －  －  －  －  △52,824  △52,824

子会社に対する所有持分の変動   －  －  －  2,200  3,875  6,076

所有者との取引額合計   △1,089  △1,089  －  76,110  △48,948  27,161

2016年３月31日時点の残高   103,190  △66,985  △3,002,700  14,832,140  1,590,653  16,422,793

 

EDINET提出書類

株式会社マクロミル(E05372)

四半期報告書

20/36



当第３四半期連結累計期間

 

注記

親会社の所有者に帰属する持分

 

資本金

 

資本剰余金

 その他の資本の構成要素

   

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

 
確定給付制
度の再測定  

在外営業活
動体の換算
差額

  千円  千円  千円  千円  千円

2016年７月１日時点の残高  100,000  17,813,906  212  － △517,839

四半期利益  －  －  －  － －

その他の包括利益  －  －  43,296  － 135,534

四半期包括利益合計  －  －  43,296  － 135,534

新株の発行  574,751  647,625  －  － －

所有者による労務拠出等 ７、12 －  850,000  －  － －

株式に基づく報酬取引  －  －  －  － －

非支配持分に対する配当金 ８ －  －  －  － －

非支配持分との取引 ７ －  △831,287  －  － －

資本剰余金から利益剰余金への振替 ７ －  △7,388,710  －  － －

子会社に対する所有持分の変動  －  1,139  －  － －

所有者との取引額合計  574,751  △6,721,232  －  － －

2017年３月31日時点の残高  674,751  11,092,674  43,508  － △382,305

 

 

 

注記

親会社の所有者に帰属する持分  

非支配持分

 

合計
 その他の資本の構成要素  

利益剰余金

 

合計

  

  新株予約権  合計     

   千円  千円  千円  千円  千円  千円

2016年７月１日時点の残高   129,968  △387,657  △2,461,798  15,064,450  1,583,403  16,647,854

四半期利益   －  －  2,956,716  2,956,716  443,631  3,400,348

その他の包括利益   －  178,830  －  178,830  43,077  221,907

四半期包括利益合計   －  178,830  2,956,716  3,135,547  486,708  3,622,256

新株の発行   △72,874  △72,874  －  1,149,503  －  1,149,503

所有者による労務拠出等 7、12  －  －  －  850,000  －  850,000

株式に基づく報酬取引   123,716  123,716  －  123,716  －  123,716

非支配持分に対する配当金 ８  －  －  －  －  △105,648  △105,648

非支配持分との取引 ７  －  －  －  △831,287  －  △831,287

資本剰余金から利益剰余金への振替 ７  －  －  7,388,710  －  －  －

子会社に対する所有持分の変動   －  －  －  1,139  △39,659  △38,519

所有者との取引額合計   50,842  50,842  7,388,710  1,293,072  △145,307  1,147,764

2017年３月31日時点の残高   180,811  △157,984  7,883,628  19,493,070  1,924,804  21,417,874
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（５）【要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

    （単位：千円）
 

 
 
 
 

前第３四半期連結累計期間
（自　2015年７月１日
至　2016年３月31日）

 
 
 

当第３四半期連結累計期間
（自　2016年７月１日
至　2017年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー     

税引前四半期利益  3,606,409  4,890,597

減価償却費及び償却費  653,415  638,540

金融収益  △264,436  △7,184

金融費用  1,905,643  969,631

持分法による投資損益（△は益）  △4,742  △6,078

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加）  △1,934,572  △1,886,389

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少）  279,914  751,169

その他  57,455  △204,926

小計  4,299,085  5,145,360

利息及び配当金の受取額  31,936  8,762

利息の支払額  △1,383,603  △1,114,654

法人所得税の支払額  △494,327  △654,156

営業活動によるキャッシュ・フロー  2,453,090  3,385,312

投資活動によるキャッシュ・フロー     

有形固定資産の取得による支出  △202,540  △299,583

無形資産の取得による支出  △268,319  △395,685

投資の取得による支出  △11,608  △122,370

投資の売却、償還による収入  827,482  52,441

その他  △70,057  △221,191

投資活動によるキャッシュ・フロー  274,955  △986,388

財務活動によるキャッシュ・フロー     

短期借入れによる収入  －  230,353

長期借入れによる収入  42,734,638  2,206

長期借入金の返済による支出  △48,258,174  △3,135,258

新株の発行による収入  －  1,149,503

非支配持分への配当金支払額  △52,824  △105,648

その他  △12,280  △55,261

財務活動によるキャッシュ・フロー  △5,588,640  △1,914,104

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）  △2,860,594  484,818

現金及び現金同等物の期首残高  7,178,730  6,124,093

現金及び現金同等物に係る換算差額  △96,739  54,989

現金及び現金同等物の四半期末残高  4,221,396  6,663,901
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【要約四半期連結財務諸表注記】

１．報告企業

　株式会社マクロミル（以下、「当社」という。）は日本に所在する企業であります。登記している本店は、

東京都港区に所在しております。当社の2017年３月31日に終了する第３四半期の要約四半期連結財務諸表は、

当社及びその子会社（以下、「当社グループ」という。）並びに関連会社に対する当社グループの持分により

構成されています。

　当社グループの主な事業内容は「３．セグメント情報」にて記載しております。

 

２．作成の基礎

(1）IFRSに準拠している旨

　当社グループの要約四半期連結財務諸表は、四半期連結財務諸表規則第１条の２に掲げる「指定国際会計

基準特定会社」の要件を満たすことから、同第93条の規定により、IAS第34号に準拠して作成しておりま

す。

　本要約四半期連結財務諸表は、年次連結財務諸表で要求されている全ての情報が含まれていないため、前

連結会計年度の連結財務諸表と併せて利用されるべきものであります。

　なお、本要約四半期連結財務諸表は、2017年５月12日に代表執行役グローバルCEOスコット・アーンスト

及び執行役グローバルCFO城戸輝昭によって承認されております。

 

(2）測定の基礎

　当社グループの要約四半期連結財務諸表は、公正価値で測定されている特定の金融商品等を除き、取得原

価を基礎として作成しております。

 

(3）機能通貨及び表示通貨

　当社グループの要約四半期連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円を表示通貨としており、千円未

満を切り捨てて表示しております。

 

(4）重要な会計方針

　当社グループが本要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、前連結会計年度に係る連

結財務諸表において適用した会計方針と同一であります。なお、当第３四半期連結累計期間の法人所得税費

用は、見積平均年次実効税率を基に算定しております。

 

(5）見積り及び判断の利用

　要約四半期連結財務諸表の作成にあたり、一部の重要な事項について会計上の見積りを行う必要がありま

す。また、当社グループの会計方針を適用する過程において、経営者が自ら判断を行うことが求められてお

ります。高度の判断を要する部分及び非常に複雑な部分、並びに仮定や見積りが要約四半期連結財務諸表に

重要な影響を与える部分及び翌連結会計年度において重要な修正をもたらすリスクのある、仮定及び見積り

の不確実性に関する情報は前連結会計年度に係る連結財務諸表と同様であります。
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３．セグメント情報

(1)報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。当社グループは、全世界規模でのオンライン・マーケティング・リサーチを主たる事業内容としてお

ります。したがって、当社グループは、企業集団を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、日

本を主に統括している「マクロミルグループ」、海外を主に統括している「MetrixLabグループ」の２つを

報告セグメントとしております。

　「マクロミルグループ」は、当社及び株式会社電通マクロミルインサイト等の子会社で構成されておりま

す。

　「MetrixLabグループ」は、MetrixLab B.V.、MetrixLab US, Inc.等の子会社で構成されております。

 

(2)セグメント収益及び業績

　当社グループの報告セグメントによる収益及び業績は以下のとおりであります。なお、MetrixLabグルー

プの収益及び業績についてはユーロ建てで管理しておりますが、前第３四半期連結累計期間につきましては

１ユーロ132.1円で、当第３四半期連結累計期間につきましては１ユーロ117.7円で換算しております。

 

前第３四半期連結累計期間（自　2015年７月１日　至　2016年３月31日）

 報告セグメント  

調整額

 

連結
 

マクロミル
グループ

 
MetrixLab
グループ

 計   

 千円  千円  千円  千円  千円

売上収益          

外部収益 19,878,400  5,211,906  25,090,306  －  25,090,306

セグメント間収益 9,155  93,117  102,273  △102,273  －

合計 19,887,556  5,305,024  25,192,580  △102,273  25,090,306

セグメント利益

（営業利益）
4,591,872  655,743  5,247,615  －  5,247,615

金融収益         264,436

金融費用         △1,905,643

税引前四半期利益         3,606,409

 

 

当第３四半期連結累計期間（自　2016年７月１日　至　2017年３月31日）

 
報告セグメント

 

調整額

 

連結 マクロミル

グループ

 MetrixLab

グループ

 
計

  

 千円  千円  千円  千円  千円

売上収益          

外部収益 22,112,997  5,252,680  27,365,677  －  27,365,677

セグメント間収益 15,924  131,196  147,121  △147,121  －

合計 22,128,922  5,383,876  27,512,799  △147,121  27,365,677

セグメント利益

(営業利益)
5,198,650  654,394  5,853,044  －  5,853,044

金融収益         7,184

金融費用         △969,631

税引前四半期利益         4,890,597
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前第３四半期連結会計期間（自　2016年１月１日　至　2016年３月31日）

 報告セグメント  

調整額

 

連結
 

マクロミル
グループ

 
MetrixLab
グループ

 計   

 千円  千円  千円  千円  千円

売上収益          

外部収益 7,334,450  1,607,299  8,941,749  －  8,941,749

セグメント間収益 1,628  27,632  29,261  △29,261  －

合計 7,336,079  1,634,931  8,971,011  △29,261  8,941,749

セグメント利益

（営業利益）
2,049,356  199,224  2,248,581  －  2,248,581

金融収益         214,550

金融費用         △832,777

税引前四半期利益         1,630,354

 

 

当第３四半期連結会計期間（自　2017年１月１日　至　2017年３月31日）

 
報告セグメント

 

調整額

 

連結 マクロミル

グループ

 MetrixLab

グループ

 
計

  

 千円  千円  千円  千円  千円

売上収益          

外部収益 8,055,712  1,937,053  9,992,766  －  9,992,766

セグメント間収益 5,338  46,291  51,630  △51,630  －

合計 8,061,051  1,983,345  10,044,396  △51,630  9,992,766

セグメント利益

(営業利益)
1,610,741  282,621  1,893,363  －  1,893,363

金融収益         121,827

金融費用         △240,162

税引前四半期利益         1,775,029
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４．のれん

のれんの帳簿価額の増減は以下のとおりであります。

 

  
 
 

のれん

   千円

2016年７月１日   45,290,325

在外営業活動体の換算差額   306,053

その他   7,232

2017年３月31日   45,603,611

 

 

５．その他の無形資産

無形資産の帳簿価額の増減は以下のとおりであります。

 

 ソフトウエア  顧客関連資産  パネル資産  その他  合計

 千円  千円  千円  千円  千円

2016年７月１日 832,313 3,663,768 904,395 97,847 5,498,324

取得 23,600 － － 383,032 406,633

償却費 △223,436 △154,922 △55,171 △12,410 △445,941

在外営業活動体の換算差額 18,382 170,204 41,714 3,346 233,647

他勘定振替高 131,146 － － △131,146 －

2017年３月31日 782,006 3,679,050 890,938 340,669 5,692,664

 

（注）無形資産の償却費は、要約四半期連結損益計算書の「売上原価」及び「販売費及び一般管理費」に含まれておりま

す。
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６．借入金

借入金の内訳は以下のとおりであります。

 

  
前連結会計年度
(2016年６月30日)

 
当第３四半期
連結会計期間

(2017年３月31日)
 平均利率  返済期限

  千円  千円  ％   

短期借入金  210,831  466,044  1.89%  －

１年内返済予定の長期借入金 3,108,666  2,376,771  1.15%  2017年４月～2018年３月末

長期借入金  38,535,461  36,467,819  1.11%  2018年４月～2022年３月末

合計  41,854,960  39,310,634    －

流動負債合計  3,319,498  2,842,815    －

非流動負債合計  38,535,461  36,467,819   －

合計  41,854,960  39,310,634    －

 

（注）平均利率については、借入金の当第３四半期連結会計期間末残高に対する契約上の加重平均利率を記載し

ております。

 

　当社は、2017年３月29日に株式会社みずほ銀行と金銭消費貸借契約を締結しております。

　なお、当該契約には財務制限条項がついており、当該条項は以下のとおりであります。

 

①　純資産維持

　　　 （連結）

　　　 2017年６月期決算以降、各年度の決算期の末日及び第２四半期の末日における連結財政状態計算書上の資本合計

の金額を2017年６月第２四半期の末日における連結財政状態計算書上の資本合計の金額の75％及び直前の決算期

末日または第２四半期の末日における連結財政状態計算書上の資本合計の金額の75％のいずれか高い方の金額以

上に維持すること。
 
　　　 （単体）

      2017年６月期決算以降、各年度の決算期の末日及び第２四半期の末日における単体の貸借対照表上の純資産の部

の金額を2017年６月第２四半期の末日における単体の貸借対照表上の純資産の部の金額の75％及び直前の決算期

末日または第２四半期の末日における単体の貸借対照表上の純資産の部の金額の75％のいずれか高い方の金額以

上に維持すること。

 

②　利益維持

　　　 （連結）

　　　 2017年６月期決算以降の決算期を初回の決算期とする連続する２期について、各年度の決算期における連結の損

益計算書に示される営業損益が２期連続して損失とならないようにすること。なお、当該遵守に関する最初の判

定は、2018年６月決算期及びその直前の期の決算を対象として行われる。
 
　　　 （単体）

　　　 2017年６月期決算以降の決算期を初回の決算期とする連続する２期について、各年度の決算期における単体の損

益計算書に示される営業損益が２期連続して損失とならないようにすること。なお、当該遵守に関する最初の判

定は、2018年６月決算期及びその直前の期の決算を対象として行われる。
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７．資本及びその他の資本項目

　（1）授権株式数、発行済株式数

　授権株式数、発行済株式数の残高の増減は以下のとおりであります。

 授権株式数  発行済株式数

 株  株

2016年６月30日 5,000,000  378,588

期中増減(注１)(注２)(注３) 146,435,200  38,444,812

2017年３月31日 151,435,200  38,823,400

 

　（注１）　当社の発行する株式は無額面普通株式です。また、発行済株式は、全額払込済となっています。

 

　（注２）　2016年９月28日付の定款の一部変更で授権株式総数が3,485,648株減少し、また、2016年９月30日付

　　　　　の株式分割に伴う定款の一部変更で授権株式総数が、149,920,848株増加した結果、授権株式総数は

　　　　　151,435,200株となっております。

 

　（注３）　当社は2016年９月９日付の取締役会決議により、2016年９月30日付で普通株式１株を100株に分割して

　　　　　おります。

　　　　　　また、新株予約権の行使により476,800株、有償一般募集(ブックビルディング方式による募集)により

　　　　　487,800株増加しております。

 

 

（2）資本剰余金及び利益剰余金

　当社は、「注記12.関連当事者」に記載のとおり、新規株式公開に伴い、Bain Capital Private

Equity, LPとのマネジメント契約を変更したことに伴い、所有者との取引として資本剰余金850,000千円

が変動しております。

　また、非支配持分との取引は、連結子会社Precision Sample, LLCの非支配株主に対して保有持分に関

するプット・オプションを発行しておりますが、当該プット・オプションに基づく負債を資本剰余金か

ら金融負債に組替えたものであります。当該取引の内容は「注記11.金融商品の公正価値」をご参照くだ

さい。

　さらに、2016年９月９日付の取締役会決議により、同日付で会社法第452条及び会社計算規則第153条

の規定に基づき、資本剰余金を取り崩し、利益剰余金に振り替えることにより欠損を填補しました。こ

の結果、資本剰余金が7,388,710千円減少し、利益剰余金が同額増加しました。

 

 

８．配当金

　当社からの配当はありません。なお、要約四半期連結持分変動計算書に記載の「非支配持分に対する配当

金」は、当社の連結子会社である株式会社電通マクロミルインサイトから同社の非支配株主に対して支払われ

たものであります。
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９．金融収益及び費用

　金融収益の内訳は以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2015年７月１日
至　2016年３月31日）

 
当第３四半期連結累計期間
（自　2016年７月１日
至　2017年３月31日）

 千円  千円

受取利息    

　償却原価で測定する金融資産 12,315  4,271

受取配当金    

　その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産 3,042  2,912

為替差益（注） 249,075  －

その他 3  －

合計 264,436  7,184

 

 
前第３四半期連結会計期間
（自　2016年１月１日
至　2016年３月31日）

 
当第３四半期連結会計期間
（自　2017年１月１日
至　2017年３月31日）

 千円  千円

受取利息    

　償却原価で測定する金融資産 1,600  2,300

受取配当金    

　その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産 2,317  1,702

為替差益（注） 210,631  117,824

その他 －  －

合計 214,550  121,827

 

（注）為替差益は、外貨建借入金に係るものです。

 

　金融費用の内訳は以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間

（自　2015年７月１日
　　至　2016年３月31日）

 
当第３四半期連結累計期間

（自　2016年７月１日
　　至　2017年３月31日）

 千円  千円

支払利息    

　償却原価で測定する金融負債 1,432,760  656,941

為替差損（注） －  287,420

期限前弁済に伴う借入金償還損 467,447  －

上場手数料 －  21,088

その他 5,435  4,180

合計 1,905,643  969,631

 

 
前第３四半期連結会計期間

（自　2016年１月１日
　　至　2016年３月31日）

 
当第３四半期連結会計期間

（自　2017年１月１日
　　至　2017年３月31日）

 千円  千円

支払利息    

　償却原価で測定する金融負債 362,920  217,635

期限前弁済に伴う借入金償還損 467,447  －

上場手数料 －  21,088

その他 2,409  1,437

合計 832,777  240,162

 

（注）為替差損は、外貨建借入金に係るものです。
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10．１株当たり利益

　基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四半期利益は以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2015年７月１日

至　2016年３月31日）
 

当第３四半期連結累計期間
（自　2016年７月１日
至　2017年３月31日）

親会社の普通株主に帰属する四半期利益（千円） 2,257,811  2,956,716

四半期利益調整額 －  －

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する

四半期利益（千円）
2,257,811  2,956,716

    

期中平均普通株式数（株） 37,858,800  37,946,407

普通株式増加数    

　新株予約権（株） －  7,583

希薄化後の期中平均普通株式数（株） 37,858,800  37,953,990

    

基本的１株当たり四半期利益（円） 59.64  77.92

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 59.64  77.90

 

　2016年９月９日付の取締役会決議により、2016年９月30日付で普通株式１株を100株に分割しております。前連

結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四

半期利益を算定しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間において、潜在株式は希薄化効果を有しないため希薄化後１株当たり四半期利

益の算定に含めておりません。

 

 

 
前第３四半期連結会計期間
（自　2016年１月１日

至　2016年３月31日）
 

当第３四半期連結会計期間
（自　2017年１月１日
至　2017年３月31日）

親会社の普通株主に帰属する四半期利益（千円） 1,048,509  1,106,633

四半期利益調整額 －  －

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する

四半期利益（千円）
1,048,509  1,106,633

    

期中平均普通株式数（株） 37,858,800  38,125,514

普通株式増加数    

　新株予約権（株） －  93,476

希薄化後の期中平均普通株式数（株） 37,858,800  38,218,990

    

基本的１株当たり四半期利益（円） 27.70  29.03

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 27.70  28.96

 

　2016年９月９日付の取締役会決議により、2016年９月30日付で普通株式１株を100株に分割しております。前連

結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四

半期利益を算定しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間において、潜在株式は希薄化効果を有しないため希薄化後１株当たり四半期利

益の算定に含めておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社マクロミル(E05372)

四半期報告書

30/36



11.金融商品の公正価値

①公正価値の測定方法

　現金及び現金同等物、営業債権及びその他の債権、営業債務及びその他の債務については、短期間で決済

されるものであるため、帳簿価額が公正価値に近似しております。

　以下を除く、その他の金融資産、その他の金融負債の公正価値は残存期間及び信用リスクを加味した利率

で割り引いた現在価値により算定しており、帳簿価額は公正価値に近似しております。

 

(a)株式

　上場株式は、取引所の価格を公正価値としております。非上場株式は、時価純資産法を用いて評価してお

ります。

(b)借入金

　借入金のうち、固定金利によるものは、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率

で割り引いた現在価値により算出しております。

　変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当社の信用状態は借入実行後大きな変動はな

いことから、契約上の金額は公正価値に近似しております。

(c)プット・オプションに基づく負債

　プット・オプションに基づく負債は、連結子会社Precision Sample, LLCの非支配株主に発行したプッ

ト・オプションの公正価値を計上しております。当該公正価値は、当該プット・オプションが行使される時

点で支払うべき金額を見積り、その見積金額に行使時点までの期間及び信用リスクを加味した利率を用いて

現在価値により算定しております。

 

②公正価値のヒエラルキー

　当社グループにおける公正価値の測定レベルは、市場における観察可能性に応じて次の３つに区分してお

ります。

レベル１：活発に取引される市場で公表価格により測定された公正価値

レベル２：レベル１以外の、観察可能な価格を直接、又は間接的に使用して算定された公正価値

レベル３：観察不能なインプットを含む評価技法から算定された公正価値

 

　各連結会計年度における金融商品の公正価値ヒエラルキーのレベル別の内訳は、以下のとおりであります。
 
前連結会計年度（2016年６月30日）

 レベル１  レベル２  レベル３  合計

 千円  千円  千円  千円

資産：        

その他の包括利益を通じて公正価値

で測定する金融資産
       

株式 180,000  －  44,650  224,650

合計 180,000  －  44,650  224,650

 

当第３四半期連結会計期間（2017年３月31日）

 レベル１  レベル２  レベル３  合計

 千円  千円  千円  千円

資産：        

その他の包括利益を通じて公正価値

で測定する金融資産
       

株式 297,600  －  55,208  352,808

合計 297,600  －  55,208  352,808
 
負債：        

純損益を通じて公正価値で測定する

金融負債
       

プット・オプションに基づく負債 －  －  831,287  831,287

合計 －  －  831,287  831,287

　前連結会計年度及び当第３四半期連結会計期間において、レベル１、２及び３の間の振替はありません。

EDINET提出書類

株式会社マクロミル(E05372)

四半期報告書

31/36



 
③償却原価で測定する金融商品

　当社グループが保有する償却原価で測定する金融商品の帳簿価額及び公正価値は、以下のとおりでありま

す。

 

  
前連結会計年度

（2016年６月30日）
 

当第３四半期連結会計期間
（2017年３月31日）

  帳簿価額  公正価値  帳簿価額  公正価値

  千円  千円  千円  千円

＜金融負債＞         

借入金  41,854,960  41,854,960  39,310,634  39,310,634

重要なインプットが直接又は間接に観察可能である償却原価で測定する金融商品は、レベル２に分類しております。

 

④評価技法とインプット

　レベル２に分類される借入金の公正価値測定に用いられる評価技法は主に割引キャッシュ・フロー法であ

り、重要なインプットは割引率となっております。

　レベル３に分類されるプット・オプションに基づく負債の公正価値は、観察不能なインプットを用いて割

引キャッシュ・フロー法で算定した金額で評価しているため、レベル３に分類しております。

　割引率が上昇した場合は、レベル２及びレベル３に分類される公正価値は減少する関係にあります。一

方、割引率が低下した場合は、公正価値は増加する関係にあります。

　なお、レベル３に分類される非上場株式は、当該投資先の将来の収益性の見通し及び対象銘柄における純

資産価額、当該投資先が保有する主要資産の定量的情報等の外部より観察不能なインプット情報を総合的に

考慮し、公正価値を測定しております。

　また、レベル３に分類した金融商品について、観察可能でないインプットを合理的に考え得る代替的な仮

定に変更した場合に重要な公正価値の増減は見込まれておりません。

 

　各年度におけるレベル３に分類された金融商品の増減は以下のとおりです。

 

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2015年７月１日
至　2016年３月31日）

 
当第３四半期連結累計期間
（自　2016年７月１日
至　2017年３月31日）

 千円  千円

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産
 

   

期首残高 43,377  44,650

利得及び損失    

　その他の包括利益 49  558

取得 －  10,000

期末残高 43,426  55,208

（注）その他の包括利益に含まれている利得及び損失は、決算日時点のその他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融資産に関するものであります。これらの利得及び損失は、要約四半期連結包括利益計算書の「その他の包括利益を通じ

て公正価値で測定する金融資産」に含まれております。

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2015年７月１日
至　2016年３月31日）

 
当第３四半期連結累計期間
（自　2016年７月１日
至　2017年３月31日）

 千円  千円

純損益を通じて公正価値で測定する金融負債
 

   

期首残高 －  －

発行 －  831,287

期末残高 －  831,287
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12．関連当事者

関連当事者との取引

前第３四半期連結累計期間（自　2015年７月１日　至　2016年３月31日）

種類  名称  関連当事者関係の内容  取引金額  未決済金額

      千円  千円

その他の関連当

事者
 
Bain Capital Private

Equity, LP
 Management Agreement（注） 75,000  875,000

 

（注）2014年２月から2024年12月までの資金調達、オペレーション、組織再編等に関するアドバイスの提供を受ける契約

であり、未経過期間に対応する未払いのマネジメント契約に基づく契約報酬の総額をその他の金融負債として計上

しております。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2016年７月１日　至　2017年３月31日）

種類  名称  関連当事者関係の内容  取引金額  未決済金額

      千円  千円

その他の関連当

事者
 
Bain Capital Private

Equity, LP
 Management Agreement（注） 372,500  297,500

 
 

（注）2014年２月から2024年12月までの資金調達、オペレーション、組織再編等に関するアドバイスの提供を受ける契約

でありましたが、2017年１月25日締結のBain Capital Private Equity, LPとのマネジメント変更契約に基づき、新規株

式公開に伴い、同社に対する未決済額を変更しております。

　当第３四半期連結会計期間において、当未決済額を費用計上しており、2017年６月に支払予定となっております。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書
 
 

２０１７年５月１２日

 

株 式 会 社 マ ク ロ ミ ル  

取 締 役 会 御　中

   
 

有 限 責 任 監 査 法 人 　ト ー マ ツ 
 

 指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員

 
公 認 会 計 士 國 本 　望 印

 指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員

 

公 認 会 計 士 小 出 啓 二 印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マク

ロミルの２０１６年７月１日から２０１７年６月３０日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（２０１７年１月

１日から２０１７年３月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（２０１６年７月１日から２０１７年３月３１日ま

で）に係る要約四半期連結財務諸表、すなわち、要約四半期連結財政状態計算書、要約四半期連結損益計算書、要約四半

期連結包括利益計算書、要約四半期連結持分変動計算書、要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び要約四半期連結

財務諸表注記について四半期レビューを行った。

 

要約四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第９３条の規定により国際会計基準

第３４号「期中財務報告」に準拠して要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は

誤謬による重要な虚偽表示のない要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統

制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から要約四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の要約四半期連結財務諸表が、国際会計基準第３４号「期中財務

報告」に準拠して、株式会社マクロミル及び連結子会社の２０１７年３月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する

第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの

状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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